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N
Y
の
名
古
犀
3

人
組
と
い
う
言
い

方
が
あ
る
こ
と
を
最
近
知
っ

た 。
1
9

5
0
年
代
後
半
か
ら
60
年
代
半
ば
に
か

け
て
N
Y
に
定
住
す
る
こ
と
に
な
っ

た

名
古
屋
出
畏
の
作
家
た
ち
だ 。
到
着
順

に
桑
山
忠
明 、
荒
川
修
作 、
阿
瞑
詞
の

3
人
と
な
る 。

こ
れ
は 、
な
か
な
か
の
ネ
ー

ミ
ン
グ

、こ。t
 そ

れ
ぞ
れ
に
N
Y
で
独
自
の
表
現
を

展
開
し
て
国
際
的
な
貯
価
を
得
る
に
い

た
っ

た 。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー・

ア
ー
ト

の
輝
か
し
い
先

—-Fr̀om

New York 

富井玲子

駆
者
た
ち
で 、
そ
の
彼
ら
を
ロ
ー

カ
ル

な
「
出
身
地」
と
い
う
褐
点
で
歴
史
に

繋
留
す
る 。
私
た
ち
の
眼
は
お
の
ず
と 、

彼
ら
の
栄
光
だ
け
で
は
な
く 、
そ
の
表

現
の
出
自
へ
も
い
ざ
な
わ
れ
る 。

は
か
ら
ず
も 、
ご
の
う
ち
二
人
の
個

展
が
11
月
に
少
し
重
複
し
て
展
観
さ
れ

歪＿
つ
は
9

月
か
ら
キ
ャ

ス
テ
リ
画
廊

で
開
個
し
て
い
否
「Arakawa|A
Line
 

I
s
 Crack」

(
S

11
月
17
日） 、
も
う一

つ
は
マ
ー

ル
ボ
ロ
画
廊
で
11
月
9
日
に

ス
タ
ジ
オ
の
桑
山
忠
明 、

1
9
5
9
年

N
Y
の
名
古
屋
3
人
組
（
マ
イ
ナ
ス
1

)

トで湘南を広域に活性化

「湘南国際芸術祭」
ア ー

オ
ー

プ
ン
す
る
桑
山
の

メ
モ
リ
ア
ル
展
(
S
2

0
2
4
年
1

月
13
日）

ご。t
 去

る
8

月
20
日
に
享

年
91
歳
で
他
界
し
た
桑

山
は 、
1
9
5
8

年
9

月
に
妻
で
作
家
の
内
腰

楽
子
と
共
に
渡
米 。
東

京
藝
大
で
は
日
本
画
の
専
攻
だ
っ

た

が 、
ミ
ニ
マ
ル
な
色
回
絵
画
を
60
年
前

後
と
い
う
早
い
時
期
か
ら
手
掛
け
て
い

歪メ
モ
リ
ア
ル
展
は 、
そ
の
叢
初
期
の

作
品
か
ら
紹
《
す
る
が 、
そ
の
当
時
の

桑
山
を
見
せ
て
く
れ
る
カ
ラ
ー

写
真
が

あ
る 。59

年
撮
影
で 、
声『
さ
2
メ
ー
ト

ル
は

あ
ろ
う
と
い
う
青
を
基
調
と
し
た
大
作

の
前
に
お
い
た
脚
宣
に
腰
か
け
て
い

る 。
作
家
の
国
も
冑
で
統一
さ
れ
て 、

ま
さ
に
感
動
的
な
「
青
の
南
像」
だ 。

画
面
下
方
に
青
い
滴
り
が
□
い
紙

（
あ
る
い
は
銀
箔）
の
上
に
滝
の
よ
う

に
流
れ
て
い
る 。
布
の
上
に
麻
紙
を
貼

り 、
粉
給
臭
を
使
う
日
本
回
手
法
だ
っ

た
は
ず
で 、
口
本
画
で
も
滴
る
の
だ
ろ

う
か 。素

朴
な
質
問
が
心
に
浮
か
ぶ 。
そ
う

だ 、
と
思
い
出
し
て 、
日
本
美
術
オ
ー

ラ
ル・
ヒ
ス
ト
リ
ー・

ア
ー

カ
イ
ヴ
の

た
め
に
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
確
認
す
る
(o
ralar
this
tory .
 

or
g
)
。

粉
の
顔
料
を
膠
で
な
く
ア
ク
リ
ル
で

溶
く 。
湿
度
の
低
い
ア
メ
リ
カ
で
は
膠

は
ひ
び
が
入
る
か
ら
だ 。
回
回
は
何
重

に
も
日
本
回
の
よ
う
に
塗
り
重
ね
て
い

く
が 、
腔
子
感
が
残
る
液
状
の
給
貝
は

紙
（
後
に
は
綿
布）
の
織
自
に
引
っ

か

か
っ

て
独
特
の
賣
感
を
作
る
の
だ
と
解

説
が
あ
る 。
滴
る
絵
臭
は
ご
く
疇
く
溶

い
た
絵
臭
で
意
図
し
て
洟
出
し
た
の
だ

ろ
う 。も

う一
人
の
荒
川
は 、
61
年
12
月
に

渡
米
し
て
64
S

71
年
に
ド

ワ
ン
国
廊
で

発
表
を
し
て
い
る 。
今
回
の
飼
展
は
60

年
代
作
晶
の
変
遷
を
見
せ
る 。

荒
川
と
言
え
ば
デュ
シ
ャ
ン
で 、
や

は
り
オ
ー

ラ
ル・
ヒ
ス
ト
リ
ー

の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
と
き
に
は 、
い
く
つ

も
の
デュ
シ
ャ
ン
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を

お
聞
き
し
た 。

今
回
の
個
庭
で
は 、
ア
メ
リ
カ
の
作

家
た
ち
と
の
繋
が
り
を
考
え
る
エ
ッ

セ

イ
を
N
Y
u
教
授
の
ジ
ュ
リ
ア・
ロ
ビ

ン
ソ
ン
が
カ
タ
ロ
グ
に
寄
稿
し
て
い

る 。
た
と
え
ば 、
小
野
洋
子
が
信
阿
て

い
た
チ
ャ
ン
バ
ー

ス
遷
1
1
2

番
の
ロ

フ
ト

を 、
ロ
バ
ー
ト・

モ
リ
ス
も
サ
ブ

レ
ッ
ト
し
て
い
た
事
実
が
あ
り 、
荒
口

の
作
品
を
背
景
に
二
人
が
ス
タ
ジ
オ
で

疇
に
写
っ

て
い
る
写
真
が
紹
分
さ
れ

て
い
る 。
二
人
と
も
箱
を
使
っ

た
作
家

だ
け
に 、
今
後
よ
り
深
く
研
究
さ
れ
る

べ
き
ト
ピ
ッ

ク
の―
つ
だ
ろ
う 。

稗戸峰男氏による特別展示

開催 9・

湘南の海を一望する会場で講演する宮田亮平氏

トークセッションの模様

令和5年秋の叙勲
書・尾崎邑鵬氏、 洋画・藤森兼明氏に旭 8 巾綬章

湘
南
で
複
数
の
マ
リ
ー

ナ
を
所
有・
運
営
す
る
椋
式
会
社
リ
ビ

エ
ラ
が
主
体
と
な
っ

た
新
た
な
芸
術
祭
「
湘
南
国
際
芸
術
祭」
が

11
月
10
日
S

12
日
に
逗
子
市・
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー

ナ
な
ど
を

会
棚
に
開
催
さ
れ
た 。
「
海
か
ら
の
視
点」
を
大
切
に 、
神
奈
川

瞑
の
三
浦
か
ら
躙
河
瞑
に
至
る
湘
南
コ
ー

ス
ト

に
ア
ー
ト

を
点
在

さ
せ 、
人
流
を
生
み
出
す
こ
と
を
自
掴
し
て
始
まっ
た
本
芸
筒
祭 。

開
幕
に
併
せ 、
前
文
化
庁
長
官
の
宮
田
亮
平
氏
に
よ
る
基
調
講
洟

や
ト
ー

ク
セ
ッ

シ
ョ

ン
な
ど
種
々
の
催
し
も
実
施
さ
れ
た 。

鎌
倉
駅
か
ら
バ
ス
で
約
12
分
の
リ

ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー

ナ
を
メ
イ
ン
会

男
と
す
る
「
湘
南
国
際
芸
術
祭」 。

ァ
ー
ト

を
四
じ 、
富
士
山
を
望
む
海

の
あ
る
ま
ち・
湘
南
コ
ー

ス
ト

（
三

浦
S

濶
珂
夏
の
魅
力
を
広
く
発
信

し 、
広
域
な
池
域
活
性
化
や
環
境
問

題
改
善
に
つ
な
げ
る
の
が
担
い
だ 。

開
鴫
を
記
念
す
る
特
別
展―
不
と
し

て 、
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー

ナ
で
は

彫
刻
家
の
呻
戸
峰
男
氏
の
作
呈
が
披

露
さ
れ
た 。
《
徳
JI
家
康
騎
罵
像》

を
中
心
に
徳
川
四
天
王
を
モ
チ
ー

フ

と
し
た
〈〈
徳
川
四
神》 、
代
表
作〈〈
西

の
国
か
ら》
シ
リ
ー

ズ
が一
堂
に
会

し 、
観
る
者
を
圧
倒
し
た 。
同
会
珊

に
は 、
宮
田
氏
の
新
作
《
シ
ュ
プ
リ

ン
ゲ
ン

月
光》
や〈〈
ジ
ュ
プ
リ
ン

ゲ
ン
Fuji〉〉
も
励
賛
出
品 。
屋
外

で
は
ラ
イ
ト

ア
ー

テ
ィ

ス
ト・

伊
藤

隆
治
氏
に
よ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ

ン
も
展
示
さ
れ
た 。
さ
ら
に 、
会
甥

か
ら
は
ク
ル
ー

ズ
船
で
別
会
棚
へ
の

送
江
も
行
わ
れ 、
大
苧
木
造
ク
ラ
シ

ッ
ク
ヨ
ッ
ト
「
シ
ナ
ー

ラ」
の
非
公

開
ミュ
ー

ジ
ア
ム
や
招
待
作
家
13
名

に
よ
る
「
大
瀕
腹
ア
ー
ト

瞑」
を
観

覧
す
る
こ
と
も
で
き
た 。

初
日
に
は
開
票
を
記
念
す
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催 。
第一
部
で
は 、
宮

田
氏
が
登
壇
し
「
芸
術
は
身
近
な
も

の」
と
い
う
テ
ー

マ
で
約
45
分
間
の

墾
調
講
演
を
行
っ

た 。
ド

イ
ツ
駐
在

時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

か
ら 、
東
京
菰

術
大
学
学
長
や
文
化
庁
長
官
な
ど
の

要
職
を
歴
任
し
た
体
験
ま
で
を
踏
ま

え
つ
つ 、
「
難
し
い
も
の
を
国
白
く」

と
い
う
自
ら
の
理
念
を
ユ
ー

モ
ア
も

交
え
て
詔
っ

た 。

基
調
講
洟
に
続
い
て
行
わ
れ
た
宮

日
氏 、
稗
戸
氏 、
墨戸
祐
治
神
奈
川

瞑
知
事
に
よ
る
ト
ー

ク
セ
ッ

シ

ョ
ン
で
は 、
途
中
か
ら
過
去
に

文
部
科
学
副
大
臣
を
務
め
た
鈴

木
寛
氏
も
加
わ
っ

た 。
「
海
か

ら
の
視
点」
と
い
う
テ
ー

マ
を

褐
げ
た
本
芸
術
祭
の
意
義
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
る一
方 、
話

題
は
近
年
課
題
と
な
っ

て
い
る

ォ
ー

バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
や 、
芸

術
教
育
の
あ
り
方
に
ま
で
及
ん

だ 。
呻
戸
氏
が
特
別
支
援
学
校

で
行
っ

た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
で

の
実
経
験
を
紹
介
し 、
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
を
引
き
出
す
美
術
教
育
の

重
要
性
を
力
説
す
る
と 、
聴
衆
も
そ

の
詰
に
深
く
聞
き
入
っ

て
い
た 。

芸
術
祭
の
開
催
に
あ
た
っ

て
は 、

詈
鵞
罰
首
相
を
は
じ
め 、
洋
国
家

の
綱
谷
幸
二
氏 、
建
築
家
の
隈
研写＝

氏 、
日
本
岡
家
の
千
住
博
氏 、
ピ
ア

ニ
ス
ト

の
仲
道
郁
代
氏
か
ら
ビ
デ
オ

メ
ッ

セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ 、
そ
の
期

待
の
高
さ
を
伺
わ
せ
た 。

雨
南
国
際
芸
術
祭」
は
来
年
以

降
も
同
会
堤
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る

予
定 。
運
営
に
携
わ
っ

た
リ
ビ
エ
ラ

グ
ル
ー

プ
専
移
取
締
役
の
渡
邊
華
子

氏
に
よ
れ
ば 、
将
来
的
に
は
「
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭」
を
モ
デ
ル
に 、
自

治
体
や
企
業
ら
と
の
連
撓
を
高
め 、

湘
南
コ
ー

ス
ト

全
体
広
域
に
ア
ー
ト

作
品
を
展
開
す
る
ほ
か 、
海
上
で
の

作
品
展
示
も
構
想
し
て
い
る
と
い

う 。
初
開
催
と
な
っ

た
今
回
の
成
果

を
出
発
点
に 、
こ
の
芸
術
祭
が
坦
域

に
根
付
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

歪

11
月
3
日 、
令
和
5

年
秋
の
叙
勲

が
発
令
さ
れ 、
今
年
は
4
0
7
5

名

が
受
章
し
た 。
こ
の
う
ち 、
文
部
科

学
省
関
係
は
7
5
7
名
（
う
ち
女
性

は
69
名） 。
美
術
分
野
で
は
書
家
の

尾
崎
邑
鵬
氏
(
1
9
2
4
年
京
都
府
生
ま

れ 、
文
化
功
労
者 、
日
展
顧
問）
と 、
洋

画
家
の
藤
森
兼
明
氏(
1
9
3
5
年
富

山
瞑生
まれ 、
日本
芸
術院
会
員 、
日
展顧
問 、

光
風
会
理
事
長）
が
旭
日
中
綬
章
を
受

章
し
た 。
尾
崎
氏
は
広
津
雲
仙 、
辻

本
史
旱
に
師
事
し 、
繊
細
か
つ
雄
暉

な
書
風
を
確
立 。
本
年 、
成
田
山
書

道
美
術
館
で
個
展
が
開
催
さ
れ
た
の

も
記
憶
に
新
し
い 。
藤
森
氏
は
イ
コ

ン
の
よ
う
な
荘
厳
な
背
景
に
女
性
像

を
描
く
神
酪
的
作
風
で
日
展 、
光
風

会
犀
を
中
心
に
洋
画
壇
を
牽
引
し
て

い
る 。
ほ
か 、
日
本
国
家
の
松
村
公

嗣
氏
（
1
9
4
8
年
奈
良
瞑生
まれ 、
日
本

美
術
院
同
人・
理
事）
が
瑞
宝
中
綬
章

に
選
ば
れ
た 。

会場風景

（宮田亮平《シュプリンゲン月光》）

第44期国際瀧冨士美術賞 (2023年）

受賞者決定
国］句明治記念館にて授賞式が開かれる

滝
久
雄
理
事
長
と

グ
ラ
ン
プ
リ
・

笠
原
莉
花
子
氏

パ
ブ
リ
ッ

ク
ア
ー
ト

の
普

及・
振
興
を
推
進
す
る
公
益
財

団
法
人
日
本
交
頸
文
化
院
会

箪
久
雄
理
事
長）
が 、
若
手

芸
衛
家
育
成
支
援
の
た
め
国
内

外
の
美
術
大
学
学
生
を
対
象
に

続
け
る
奨
学
金
制
度
「
国
際
瀧

冨
士
美
行
賞」
の
第
44
期
受
賞

者
を
決
定 。
11
月
15
日
明
治
記

念
館
に
て
授
賞
式
が
執
り
行
わ

れ
た 。授

賞
式
に
お
い
て
理
事
長
の

やまんばぎり<ICひろ

名刀「山姥切国広」
足利市がCFで取得資金1億円調達

「理事長と語ろう！～廿展•宮田理事長
X6名の中高生～」が公開

「メセナアワ ー ド2023」

大賞にセガサミ ー文化芸術財団

護
久
誰
氏
は
「
文
化

ー
ル
に
よ
っ

て
世
界

が
交
流
す
る
こ
と’

切」
と
話
し 、
こ
れ

化
の
時
代
を
担つ
若

と
エ
ー

ル
を
送
っ

た

プ
リ・
優
秀
賞
を
受

藝
術
大
学
の
笠
原
莉

「
ア
ー

テ
ィ

ス
ト

の・

義
に
つ
い
て
考
え
る

感
じ
て
い
ま
す」
と「

今
期
22
名
の
受
賞
者

賞
に
奨
学^｛

が 、
更
に
優

者
の
中
か
ら

国
内
グ
ラ
ン

万
円 、
国
際

リ
に
10
万
円

れ 、
受
賞
者

れ
で
8
6
8

総
額
は
2

億

万
円
と
な
っ


